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第 1 章では，まず心的辞書と語葉アクセスの概念を説明し， 4 つの単語認知モデル(ロゴジェンモデル，相互活性
化モデル(以下 IA モデル) ，探索モデル，検証モデル)を紹介した。第 2 章以下では，主として IA モデル (McClelland













といった構造を持っているのだろうか。この点を確かめるために，第 2 章では継時照合実験と誤字検出実験の 2 つの
実験を行って，処理における漢字-熟語関係について調べた。
継時照合実験









される。課題は， 2 つの熟語の全体が同じかどうか(全体照合)，あるいは 1 文字目同士が同じかどうか(部分照合)
を判断する継時照合課題であり，全体照合の方が部分照合よりも速ければ単語優先効果が生じたことになる。全体照
合と 1 文字自照合は被験者内要因であり，どちらの課題を行うのかは第 1 刺激と第 2 刺激の間のインターパル中に，
ビープ音で示した。















第 3 章 熟語の語裳アクセスにおける漢字の処理に関する検討












IA モデルを修正することによって，漢字と漢字熟語の相互作用について次のような作業仮説をたてた。特に， IA モ
デルの特徴であるユニット間の抑制性の結合に着目した。
まず，熟語を構成する漢字が語性漢字か非語性漢字によって，熟語との相互作用が異なると仮定する。すなわち，





実験 1 では，語藁性判断課題を用いた 4 つの反復プライミング実験によって，作業仮説を検証した。実験 1 -1 から
実験 1-3 では，ターゲット熟語中の 1 文字をプライムとして提示し，プライムの語葉牲(語性/非語性)とプライムの





実験 1- 1 から実験 1-3 において，プライム漢字がターゲツト熟語の 1 文字目に出現するとき， 2 文字日に出現する
場合に比べて反応時間は有意に速く，語葉性との交互作用はなかった。以下では，文字位置については平均した結果
について述べる。




次に，実験 1 -2 では SOA は400 ミリ秒とした。実験の結果，プライムが語性漢字の場合でも非語性漢字の場合でも，
中立条件に対して有意な反復プライミング効果が生じた。同時に語性漢字がプライムの場合よりも非語性漢字がプラ
イムの場合の方が，反応が有意に速いことが明らかになった。
実験 1-3 では， SOA は 100 ミリ秒で， ISI なしでターゲツトを提示することによって，プライムに逆行マスキングを
かけて同定を妨げた。すると，プライムが語性漢字の場合には中立条件に対して促進される傾向が見られたが有意差
はなく，非語性漢字では有意な反復プライミング効果が生じた。




































実験 2 では，第 2 章で述べた継時照合課題における単語優先効果について，語性漢字と非語性漢字で効果が異なる
かどうか検討した。








る語性漢字 1 文字の持つ意味との共通性が，反復プライミング効果に影響を及ぼすかどうかを，実験 1 -2 と同じタイ
ムチャー卜で確かめた。
実験の結果，意味の共通性の効果は有意でトはなく，実験 1 -2 より短い SOA では，プライムに対する意味処理は行
われないか，行われたとしてもターゲットの処理に影響を与えるほど意味的活性化は大きくないことが示された。
実験 4 (漢字の単独出現頻度に関する反復プライミング実験)























含む熟語と近隣語の関係にあり，熟語ユニットと抑制しあう。また熟語の 1 文字目の漢字は， 2 文字目の漢字よりも









単語の認知過程に関するモデルのうち有力なものに Rumelhart ら (1981) の相互活性化モデルがある。本論文は，
日本語の単語認知における当該モデ、ルの適用妥当性を検討するための実験心理学的データを示し，さらに日本語にお
ける語葉性という新たな変数を組み込んだ諸実験によって，当該モデルを修正した新たなモデルを提起している。
この中で，申請者は，熟語中に見られる 1 文字漢字の機能の多様性に着目して以下のような事実を明らかにしてい
る。すなわち，英単語におけるアルファベットと同様に，語葉性の低い非語性漢字はそれが含まれる熱語に対して促
進的な関係を有する一方で，語性漢字は熟語に対して促進的関係と抑制的関係の両側面を同時に有するというデータ
を提出しているのである。この知見は，単語情報処理における各ユニットの関係をより精微に把握させるものであり，
日本語のみならず，他の言語をも包含する新しい修正モデ、ルの提出となって結実している。
以上，本論文は，理論的展開の明噺性，仮説の斬新性，あるいは，その実験心理学的方法論の充実度より博士(人
間科学)の学位の授与に十分に値するものであると判定された。
-45-
